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Ⅰ 基本方針  
 

国は昨年６月に示した「経済財政運営と改革の基本方針２０１９」において、持

続的かつ包摂的な経済成長の実現と財政健全化の達成の両立に向けた重点的な取

り組みとして「新たな時代への挑戦：『Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０』実現の加速」を掲

げています。そして、「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代にふさわしい仕組みづくり」の

一環として、地方への新たな人の流れの創出、農林水産業・観光業の活性化、中小・

小規模事業者支援等による「地方創生の推進」に取り組むことが示されています。 

 

 こうした背景の中、十勝地域の産業活性化を目的とする当財団においては、第２

期産業活性化ビジョンの根幹目標「十勝の未来につなぐ『価値』の創出と向上」を

実現するため、ビジョンに基づく取り組みを着実かつ具体的に進め、その成果を普

及・浸透、そして定着させていくことが求められています。 

 

 そこで、当財団は公益目的事業として実施する「ものづくり支援事業」「地域連

携支援事業」「事業創発支援事業」を軸に、外部資金や受託事業の受け入れを複合

しながら、技術開発・人材育成・事業化加速等の一体的な展開と地域連携の拡大・

強化により、「売れる」ものづくりや創業・起業・事業創発に繋げ、十勝の「稼ぐ

力」を創り出していきます。 

 

これらの事業に加え、公益目的事業以外の事業（その他の事業）として前年度よ

り開始した「スタートアップ支援拠点『ＬＡＮＤ』の管理運営」「海外先進地視察」

の各事業を融合し、地域の産業活性化の一層の促進を図ります。 

 

組織の運営・管理にあたっては、職員の能力向上、施設の適切な維持管理、財務

の健全化等に引き続き努めます。また、組織運営・事業展開の安定化を図るために

必要な人材を確保する活動を積極的に実施します。 

 

 今年度はビジョンの目標年次（５ヶ年）の４年目にあたることから、根幹目標の

実現に向けた事業展開・組織力強化の加速を図ることで、“十勝における産業支援

プラットフォーム”としての存在価値をなお一層高め、地域の産業活性化に貢献す

る所存です。  
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Ⅱ 事業計画 
 
 
１ ものづくり支援事業【公益目的事業１】 
 

食品分野及び機械・電子分野の「ものづくり」に関し、技術支援施設（北海道立

十勝圏地域食品加工技術センター、十勝産業振興センター）を活用した技術開発・

製品開発やものづくり企業等の技術力高度化を図るため、下記の事業を実施する。 

 

【１】試験研究 

 

技術的課題の解決や新製品開発等を促進するため、地域連携を図り、必要に応

じて外部資金事業を活用する形で、地域ニーズに対応したテーマに関する実用的

な研究開発を実施する。また、その成果を地域へ積極的に発信することで、成果

の浸透・定着及び利活用促進を図り、企業等による新事業創出等を推進する。 

これにより、地域のものづくり技術力を強化し、質の高い価値創出・向上の促

進を図る。 

 

○食品分野の主な研究内容・テーマ 

・豆類の種類別特性に応じた加工技術の検討 

・畜肉の加工品質に関する研究 

・多様化する消費者ニーズに対応する加工食品の開発 

 

 ○機械・電子分野の主な研究内容・テーマ 

・ＩＳＯＢＵＳ対応ＥＣＵ（電子制御装置）及び作業機の開発 

・血乳検査装置の事業化に向けた研究開発 

・機械装置の遠隔診断装置の開発 

 

※機械・電子分野の試験研究の一環として、農業機械用通信の国際規格「ＩＳ 

ＯＢＵＳ」に対応した農業機械の普及促進を目的として、平成３０年８月に 

設立された産学官連携体「ＩＳＯＢＵＳ普及推進会」の運営を支援する。 

 

【２】技術支援 

 

（１）技術指導・企業相談 

 

企業等による技術的課題の解決や新製品開発等の促進を図るため、研究員によ

る技術相談を実施するとともに、必要に応じて研究員を企業等の生産現場等に派

遣し、直接的な指導及び助言を実施する。 

これにより、地域ニーズ・企業ニーズを的確に把握し、研究開発・技術支援の

効果的な展開を図るとともに、利用企業や関係機関等との連携を強化する。 
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 ○食品分野 

・食品加工技術に関する相談への対応  

・生産現場等への訪問による実践的な技術支援  

  

 ○機械・電子分野 

・機械・電子技術に関する相談への対応  

・生産現場等への訪問による実践的な技術支援 

 

 ○共通 

・関係機関との連携による「ものづくりワンストップ相談会」の実施 

 

（２）検査分析 

 

企業等の生産・製造活動の側面的支援を図るため、企業等からの依頼により、

原材料・試作品・製品等の品質評価等に係る試験・検査及び分析、成績書の発行

を実施する。 

これにより、企業等の課題解決等を促進し、ものづくり技術力の強化を図る。 

 

 ○食品分野 

・食品の成分分析や理化学測定、微生物検査等（有料） 

 

 ○機械・電子分野 

・鉄筋やコンクリートの強度試験、パークゴルフ用品の検定試験等（有料） 

 

（３）技術講習・研修 

 

ものづくりに関する技術者の育成を図るため、先端的な技術及び基礎・応用技

術の習得を目的とした専門的で実践的な技術者養成セミナー・講習会を実施する

とともに、研究員による直接的な指導により技術習得を促進するため、企業等の

技術者を研修生として受け入れる。 

これにより、十勝の産業を支える技術者の実践的な人材育成を図る。 

 

○食品分野 

・微生物検査実技等の実務に関する講習会等の開催 

・「十勝圏ナチュラルチーズ品質管理研究会」の開催 

・企業等からの技術研修生の受け入れ 

 

○機械・電子分野 

・３Ｄ－ＣＡＤ及び３Ｄプリンタの活用技術に関するセミナー等の開催 

・企業等の要望に対応した「オンデマンド型技術セミナー」の実施 

（一部有料） 
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（４）情報発信・成果普及 

 

ものづくりに関する有用な技術情報を発信するとともに、成果発表会や技術研

究会の開催等により試験研究・技術支援成果を普及する。 

これにより、事業成果等の広範囲な普及を進め、成果の利活用を促進するとと

もに、財団事業への認知度・理解度の向上を図る。 

 

 ○食品分野 

・「十勝園地域食品加工技術者の会」の開催  

・成果発表会の開催 

 

 ○機械・電子分野 

・開発した製品・技術を詳解するホームページの運営  

 

 ○共通 

・関係機関等の主催事業への積極的な参加 

 

【３】施設の管理運営 

 

ものづくりに関する試験研究・技術支援を効果的に実施するため、技術支援 

施設（北海道立十勝圏地域食品加工技術センター、十勝産業振興センター）の保

守管理、設備・機器の利用提供等を実施する。 

これにより、施設の基本機能を十分に発揮し、利用者サービスの向上を図る。 

 

 ○食品分野 

・食品加工技術センターの施設・設備・機器の適切な保守管理 

・食品加工技術センター設置機器及び研修室の利用提供（有料） 

 

 ○機械・電子分野 

・十勝産業振興センターの施設・設備・機器の適切な保守管理 

・十勝産業振興センター設置機器及び会議室の利用提供（有料） 

 

【４】十勝ものづくり総合支援補助金 

 

上記【１】～【３】に事業費支援を連動し、総合的なものづくり支援を実施す

るため、新製品・新技術等の開発、開発成果の普及、新事業進出等を実施する企

業等に対し、事業費の一部を補助する。 

これにより、企業等によるものづくりの先導的な取り組みを一層促進し、その

実現を図る。 

 

・「十勝ものづくり総合支援補助金」の支給  
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２ 地域連携支援事業【公益目的事業２】 
 

企業等が抱える経営課題の解決や、販路拡大・産学官金連携等の推進による地域

産業活性化を図るため、下記の事業を実施する。 

 

【１】企業相談 

 

企業等が抱える経営課題の解決や、創業・起業・事業創発の促進を図るため、

商工団体・産業支援団体・金融機関等の関係機関と連携・協力し、産業支援の経

験が豊富な職員による経営・事業創発・知的財産等に関する相談を実施する。 

これにより、地域ニーズ・企業ニーズを的確に把握し、事業化支援の効果的な

展開を図るとともに、利用企業や関係機関等との連携を強化する。 

 

・知的財産や経営・創業等に関する相談への対応  

 

【２】開発商品等のＰＲ及び販路拡大 

 

（１）展示会・商談会等への出展 

 

試験研究・技術支援成果の利活用等により実用化された地域発の商品・技術等

をＰＲし、その販路拡大を支援するため、首都圏等で開催される展示会・商談会

等に出展する。 

これにより、マーケットが求める質の高い「価値」を効果的・広域的にＰＲし、

一層の販売促進・販路拡大を図るとともに、地域内外における連携を強化する。 

 

・「ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ」（国際食品・飲料展）への出展 

・「ＦＯＯＭＡ ＪＡＰＡＮ」（国際食品工業展）への出展 

・ 地域内外で実施される展示会・イベント等への参画・協力等 

 

（２）十勝ブランドの推進 

 

特徴ある十勝産加工食品の品質・付加価値を客観的に評価した上で認知を広げ

ることにより、地域の個性や魅力を象徴する「十勝ブランド」を守り育て、地域

産業の活性化に繋げるため、「十勝ブランド登録制度」を実施する。 

これにより、さらに質の高い「価値」となり得る地域ブランドの形成・確立を

図るとともに、登録制度・登録品の効果的なＰＲや事業者間の連携を促進する。 

 

・十勝ブランド登録審査 

・登録制度及び登録品を紹介する専用サイト（ｗｅｂページ）の運営 

・販売促進支援事業（イベント等）の実施 
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【３】地域連携の促進支援 

 

事業創発・「売れる」ものづくり・販路拡大等に有効な地域連携・人的ネットワ

ーク構築の促進を図るため、必要に応じて外部資金事業を活用する形で、意見交

換や情報共有による相互理解、必要な知識の習得、共通課題の検討、販売・マー

ケティング力の向上等を目的とした「交流の機会づくり」と十勝産業振興センタ

ーの「ビジネス利用の交流拠点化」に取り組む。 

これにより、十勝の「稼ぐ力」を創り出すためのプラットフォームの構築・形

成を促進する。 

 

・地域連携の促進及び事業化支援に関する積極的な情報収集 

・関係機関等の主催事業への積極的な参加による人的ネットワークの構築 

促進 

・十勝産業振興センターの「ビジネス利用の交流拠点化」の促進 

・フリーＷｉ－Ｆｉサービスの提供による十勝産業振興センターの利便性 

の向上 
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３ 事業創発支援事業【公益目的事業３】 
 

地域産業の担い手の育成を通じた創業・起業・事業創発の促進による地域産業活

性化を図るため、下記の事業を実施する。 

 

【１】人材育成 

 

（１）学生起業家支援 

 

事業創発人材の持続的な育成を図るため、将来、十勝地域で創業・起業・事業

創発を志す学生等に対し、奨学金を給付する。 

これにより、創業等を目指す学生層の拡大を図り、起業家精神を持つ有能な人

材の輩出を促進する。 

 

・「とかち財団学生起業家育成奨学金」の給付 

 

（２）アーリーステージ事業者支援 

 

事業化のスタートを支援するため、十勝地域で創業・新規事業を開始してから

５年以内の事業者に対し、支援金を助成する。 

これにより、アーリーステージ（成長初期段階）にある有望な事業者が実施す

る新事業の展開を促進する。 

 

・「アーリーステージ事業者支援助成金」による事業支援金の助成 

 

（３）十勝人チャレンジ支援 

 

事業者等による新事業創発を支援するため、十勝地域のチャレンジ意欲の高い

産業人材に対し、国内外の先進地域等への調査研究資金を助成する。 

これにより、事業創発に必要な技術導入や課題解決を促進し、地域の産業の発

展に寄与できる積極的な人材を育成する。 

 

・「十勝人チャレンジ支援事業」による調査研究資金の助成 

 

【２】事業化の加速支援 

 

十勝地域における創業・起業・事業創発を具体的に支援するため、地域の産業

支援機関等と連携し、ビジネスプランの構築・強化や不足要素の補強支援等を実

施するプログラム「トカチコネクション」を運営する。 

  これにより、地域で創出された「事業の種」を育成し、起業家人材の抽出と創

業・起業・事業創発を加速する 
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・「トカチコネクション」の運営 [※] 

（ヒアリングやアドバイザーマッチングの実施、支援情報の発信等） 

 

※この一環として、当財団と合併した「公益財団法人起業家支援財団」が 

有していた起業家等の人的ネットワークを活用する形で、地域の起業家 

等の課題解決を支援するためのビジネス交流事業として「十勝起業家磨 

き上げ事業」を実施する。 
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４ 公益目的事業以外の事業【収益事業等】 
 

【１】受託事業（収益事業） 

 

事業者等からの申し込みによる受託事業を受け入れ、地域ニーズを幅広く反映さ

せた技術力高度化・新事業創出・産業活性化を図る。 

 

 ・食品関連評価事業（賞味期限設定・味質評価・ＨＡＣＣＰ導入の支援） 

 ・その他、技術力高度化等に資すると見込まれる受託事業の受け入れ 

 

【２】事業創発拠点の管理運営事業（その他の事業１） 

 

地域における創業・起業・事業創発を促進するため、事業創発等を目指す若者や

起業家、及びこれらの取り組みに関心を示す事業者や関係機関等が集い、新たなチ

ャレンジに向けた構想を練るための拠点として令和元年度に開設した「ＬＡＮＤ」

を管理運営する。  

 

 ・スタートアップ支援スペース「ＬＡＮＤ」の管理運営 

 

【３】海外先進地視察事業（その他の事業２） 

 

事業創発や技術力高度化等に関する先進的な知見を得ることにより、地域の課題

解決や新たな事業展開等を促進するため、地域の事業者や関係機関等とともに海外

の先進地を視察する。 

 

 ・事業創発や技術力高度化等に関する海外の先進地への視察訪問 

 

以 上 

 

 

 

 


